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1 はじめに

現在，養殖漁業において，突発的に発生する赤潮に
よる養殖魚の斃死や品質劣化などが生じている．漁業
従事者は赤潮が発生した際の対策として，生簀の移動
や，養殖魚の餌やりを一時的に止める餌止めと呼ばれ
る作業が強いられている．しかし，赤潮が発生してか
ら漁業従事者が発生を知覚するまでに時間がかかるた
め，赤潮への対応が遅れ，被害が発生している．赤潮
が養殖業に与える被害は大きく，現に，2019年 2月中
旬に宇和海南部で発生した赤潮によって，養殖クロマ
グロ，養殖マダイ計約 4200匹が斃死し，その被害額は
約 3億 8千万円にもなる [1]．
　現在，赤潮への早期対策のため，定期的に海水サンプ
ルの採取を行い，プランクトン濃度といった海域情報
から赤潮発生予測を行っている [2]．そして，得た赤潮
発生に関する情報を漁業従事者へを提供している．し
かし，情報の伝達は FAXを媒体としているため，情報
をリアルタイムで伝達することが出来ず，赤潮への対
応が遅れている．
　そこで，赤潮情報を迅速に漁業従事者へ伝達するた
めに，webページで入力した赤潮情報をスマートフォ
ンのアプリケーションを介して通知する予報情報伝達
システム [3][4]が開発された．しかし，研究者は海水
サンプルの採取，分析後，赤潮ネットと呼ばれる web
ページに情報の登録，赤潮診断カードと呼ばれる PDF
ファイルの作成などといった作業を行っており，予報情
報伝達システムの入力に割く時間の確保が課題となっ
ている．

2 研究目的

１回の情報入力で，赤潮診断カードの作成，赤潮ネッ
トへの情報登録，宇和海水産アプリをへの情報送信が
出来れば，研究者の作業負担が軽減出来る．また，こ
の際，入力情報をデータベースで保存し管理，閲覧す
ることで，データベースの情報を赤潮発生予測につな
がる研究の基礎データとして活用できる．
　本研究では，赤潮情報の入力を一元化し，入力情報
を管理するシステムの開発を行うことで，研究者の作
業負担の軽減，赤潮情報の管理を可能にすることを目
的とする．

3 研究目標

本研究では，先行研究で開発された予報情報伝達シ
ステムに代わるものとして赤潮情報管理システムの開
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発を行った．
　予報情報伝達システムでは，webページで入力した
赤潮情報がデータベースに保存され，情報の管理，閲
覧が行える．また，入力された情報をスマートフォン
のアプリケーションを介して漁業従事者へ通知が配信
される．
　赤潮情報管理システムにおいて，以下の機能の実装
を目標とする．

• 赤潮情報管理機能
入力された赤潮情報の管理，閲覧する機能

• 赤潮情報配信機能
入力された赤潮情報から，赤潮診断カード作成，
赤潮ネットへ登録を行う機能

• 赤潮情報受信機能
入力された赤潮情報を漁業従事者に迅速に伝達す
る機能

4 赤潮情報管理システム

4.1 赤潮情報管理機能

この機能は，研究者が入力する赤潮情報を管理する
ための機能である．赤潮情報の登録は webブラウザ上
の入力ページから行う．入力フォームを図 1に示す．入
力された情報はデータベースに保存され，保存された
情報は webブラウザ上で閲覧，検索が可能となる．赤
潮情報の閲覧は，用途ごとにページを分けており，以
下のページで行うことができる．

• 赤潮診断カード閲覧ページ
　このページは，これまでに作成された赤潮診断
カードの閲覧を行うためのページである．本ペー
ジでは，調査地域，日付，赤潮による着色域の有
無，警戒レベルから，赤潮診断カードの情報の絞
り込みを行うことができる．赤潮診断カード閲覧
ページにおける絞り込み結果を図 2に示す．

• プランクトン情報閲覧ページ
　このページは，各地域におてい発生したプラン
クトン情報の閲覧を行うためのページである．本
ページでは，調査地域，日付，プランクトン項目，
プランクトン濃度から，プランクトン情報の絞り
込みを行うことができる．プランクトン情報閲覧
ページにおける絞り込み結果を図 3に示す．

• 着色域情報閲覧ページ
　このページは，発生した赤潮の着色域の閲覧を
行うためのページである．本ページでは，調査地
域，日付からの絞り込みにより，条件に合う着色
域を地図上に描写することができる．着色域情報
閲覧ページにおける絞り込み結果を図 4に示す．
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図 1: 入力フォーム

図 2: 赤潮診断カード閲覧ページ絞り込み結果

図 3: プランクトン情報閲覧ページ絞り込み結果

図 4: 着色域情報閲覧ページ絞り込み結果

4.2 赤潮情報配信機能

この機能は，赤潮情報管理機能により，データベー
スに保存された赤潮情報から，自動で，赤潮診断カー
ドの作成，赤潮ネットに情報登録を行う機能である．こ
の機能により，赤潮情報管理機能での 1回の情報入力
で，赤潮診断カードの作成，赤潮ネットへの情報登録
が出来るようになる．

4.3 赤潮情報受信機能

この機能は，研究者が配信した赤潮情報を，アプリ
ケーションを介して漁業従事者が即時に受信できるよ
うにする機能である．アプリケーションは先行研究で
開発された宇和海水産アプリ [4]を利用する．この機能
により，漁業従事者は赤潮発生を早期に知覚すること
ができ，赤潮に対して早期の対策が行えるようになる．
　宇和海水産アプリの利用者は，初めに配信希望地域
を登録する．研究者が赤潮情報管理機能により，赤潮
情報を登録すると，登録された赤潮情報が配信希望地
域のものである場合，宇和海水産アプリを介して赤潮
情報の通知が，その利用者に配信される．

5 おわりに

１回の情報入力により，情報がデータベースに保存
され，赤潮診断カードの作成，赤潮ネットへの赤潮情
報の登録，宇和海水産アプリへの情報送信が行えるシ
ステムを開発した．本システムにより，赤潮情報を入
力作業の負担を軽減され，データベースの赤潮情報を，
赤潮予測につながる研究の基礎データとして活用でき
るようになった．今後は，システムの利便性，信頼性
についての評価を行い，改善や新機能の追加を行って
いく．
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